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１ はじめに（背景と狙い） 

Acceptance ＆ Commitment Therapy（アクセプタン

ス＆コミットメント･セラピー。以下「ACT」という。）

とは、行動分析学、機能的文脈主義、関係フレーム理論等

を基盤とした認知行動療法の一種とされている１）。ACT
は、「本人が回避したくなるような不快な思考や感情等に

気付き、それらとの関わり方を学ぶ活動」と「本人が大切

にしたいことを明らかにして、それに向かう行動を促す活

動」の２つで構成されている。また、２つの活動を効果的

に進めるために６つのコアプロセスが示されており、この

コアプロセスに対応した体験的エクササイズを通じて、心

理的な健康＝「心理的柔軟性（適応的行動を増やすこ

と）」を高めることを目指している。 

さて、就職や復職に向けた活動では、「失敗経験につい

て振り返る」、「苦手な活動や新しい活動に取り組む」等、

ストレス場面に触れることが多い。 

ストレス要因が、作業習得や適切なコミュニケーション

方法などの目に見える具体的な問題であれば解決方法の検

討は比較的取り組みやすい。また、様々なストレス対処方

法が開発されている２）。一方で、就労支援をする中では、

障害者から「不安だから○○ができない」や「嫌な思考や

感情が出てくるせいで行動できない」など、思考や感情と

いった目に見えない問題を相談されることも多く、そのよ

うな問題への支援方法に関する研究実践は職業リハビリ

テーションサービスの質の向上につながると考える。 

そこで、本発表では、秋田障害者職業センター（以下

「秋田センター」という。）を利用した１事例へのACT
に基づいた支援（以下｢ACT支援｣という。）の報告を行

い、職業リハビリテーションにおけるACTの可能性と実

践における課題点等を整理したい。 

 

２ 事例 

(1) 対象者の概要 

Aさん（30歳代）。うつ病、パニック障害（精神障害者

保健福祉手帳３級）。複数の職歴がある。在職中は上司の

厳しい叱責や同僚からのいじめや悪口等が続き、体調を崩

して離職した。通院と自宅療養により、ある程度体調が回

復したのち、就職活動を再開。就職活動を行う中で秋田セ

ンターへ来所。アセスメントの結果、職業準備支援を受講

することとなった。ACT支援開始前の相談では、生活の

中のふとした時に過去のこと（前の職場のことを思い出し、

強く落ち込む等）や将来のこと（職場でいじめられたらど

うしよう等）がたびたび頭をよぎり、「どうせ自分はでき

ないんだ」等のネガティブな考えが頭から離れず、やがて

腹痛等、身体の不調が出ることが多かった。また、｢応募

する求人がなかったらどうしよう｣と考えると怖くなり、

求人情報を見ることができない、ハローワークに行けない

など、就職活動にも支障が生じていることがわかった。 

そこで、就職活動に向けた課題（体力作りや生活リズム

の改善、コミュニケーション場面の練習等）の改善は職業

準備支援で取り組み、就職活動に伴って現れる不安や不快

な感情などとの付き合い方を学んでみないかと提案したと

ころ、Aさんからも「是非やりたい」との希望が出された

ため、ACT支援を実施した。 

(2) ACT支援の概要（実施内容・スケジュール等） 

今回の報告は、紙面都合上20XX年６月からの約２か月

（職業準備支援受講期間）、計11回実施分である。実際に

は11回以降もACT支援を継続している。実施内容を表に

示す。 

表 ACT支援の実施内容 

№ 主な内容 

１ オリエンテーション・言葉と思考の関係 

２ 価値の明確化①・ACT Matrixダイアグラム 

３ 質疑応答・コアプロセスと河と魚のメタファー 

 体調不良のため欠席 

 体調不良のため欠席 

４ ホームワーク確認：ACT Matrixダイアグラム 

５ 分類ワーク・３つの自己とゲーム空間 

６ 質疑応答・｢その都度、選べることに気付く｣ 

７ 価値の明確化②・仕事における「価値」の発見 

８ 解説｢今、この瞬間との接触｣及び｢行動の原因｣ 

９ 認知的フュージョン・コミットされた行為 

10 自分のコンパス（仕事･余暇･健康･人間関係） 

11 コミットされた行為「具体的目標」の設定 

 

 表は事前に決めていたものではなく、ACT支援の中で

出たAさんの気づきや理解の進み具合、アイデアなどに応

じて、その場で内容を追加修正した。例えば、コアプロセ

スでは、Aさんがイメージしやすかった｢釣り針｣エクササ

イズからイメージを膨らませたイラストで解説を行った

（図１）。実施方法は、職業準備支援終了後に秋田セン

ター会議室にて筆者と一対一で行った（１回30～60分）。 

 

３ 結果 

(1) 質問紙による評価 

 ４月の相談時点と10回目時点（相談から約３か月経過）
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図１ ６つのコアプロセスの解説イラスト 

（以下｢POMS２｣という。）及び筆者が作成した生活リ

ズムチェックシート（以下｢チェックシート｣という。）の

結果を比較した（図２）。チェックシートは４項目（身体、

気持ち、考え方、人間関係）25問で構成され、高得点であ

る程不調であることを示す。 

 

図２ 質問紙による結果比較 

チェックシートでは10点から４点に減少した。POMS
２では、｢友好｣以外は減少した。特に｢抑うつ-落込み｣｢疲

労-無気力｣で大きな改善が見られた。 

(2) 行動の変化 

① 早寝早起きを始めた 

② 食事量を減らし、運動（エアロバイク）を始めた 

③ 職業準備支援を受講し、通所を続けている 

④ 簿記の勉強を始めた。続けている 

⑤ 相談後にACTの要点をまとめて振り返っている 

⑥ 紹介されたエクササイズを生活に取り入れている 

⑦ エクササイズを試す中で出た疑問を質問している 

⑧ 新しいチャレンジを始めた（コミュニケーション） 

⑨ 運動（踏み台昇降）を始めた 

図３ 今、行動していること（一部）  

ACT支援開始前の相談では、求人を見たり、ハロー

ワークに行くことができなかったが、８回目のセッション

後（支援開始３週間経過時点）に求人票を見ることができ

た。その他に支援期間中に様々な活動を自主的に始めるこ

とができた（図３）。 

(3) ACT支援の社会的妥当性 

ACT支援の効果を感じたAさんの主なコメントは以下の

とおりである。 

・うつと一緒に生きていくしかないなと思えて楽になった 

・準備支援中にふと嫌な気持ちが浮かんだが、｢ゲーム空  

間｣のことを思い出したら対応できた気がした。｢距離を 

 取ること｣が大事だとわかった。 

・思い返したら、これまで自分もよくやったなと思えた 

・どうして自分の価値を忘れていたのだろう。思い出せて 

よかった。 

・ACTは腹を括って取り組むと聞いたので新しいことにトラ 

イしている。うまくできなくてもいいやと思って取り組み 

始めたら意外にできた。今は楽しんでいる自分がいる。 

ACTの取り組みは楽しい。 

 

４ 考察 

(1) ACT支援を実施してわかったこと 

 ACT支援中、Aさんから「思考が行動の原因でなければ、

何が行動の原因なのか？」、「なぜ、出てくる思考を眺め

るのか？」、「なぜ、体験の回避は続くのか？」等、様々

な疑問が出された。中にはACT支援の核心を突く鋭い質

問もあり、この質疑応答によってACT支援の効果がより

高まったと感じた。一方、Aさんの質問に筆者がうまく返

答できないことがあった。また、Aさんが良い気づきをし

たにも関わらず、筆者がそのことに気づかずに支援を進め

てしまうこともあった。対象者の状況や変化に合わせて

ACTを活用するには行動分析学等、ACTの基礎理論につ

いて学び続ける必要があると思われる。 

(2) 今後の課題－行動の記録をどう取るか 

 ACTにおける最終ゴールは適応的な行動がどの程度増

えたかである。支援成果を判断する際、頻度や持続時間等

の「行動の記録」は欠かせない。今回用いた質問紙による

指標では介入効果を判断するには不十分である。ACT支
援での行動の記録をどう取るかは大きな課題として残った。 

 

５ 終わりに 

発達障害者や精神障害者への就労支援ニーズが増えれば、

「私的出来事」に関する問題も増えると思われる。引き続

き、ACT支援を含めた行動分析学に基づいた就労支援の

実践についての情報発信に取り組みたい。 
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